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海外でのＩＨＥ普及について

～ＩＨＥ臨床検査の海外動向と日本の役割～
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IHEIHEドメイン構成図ドメイン構成図
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国際会議国際会議 IHEIHE--臨床検査臨床検査

・テクニカルフレームワークの作成、審議

・コネクタソン（接続検証試験）結果報告

・各国での状況報告、意見交換

国際会議パリ フランス
(2008/12/15-17)

国際会議 京都 日本
(2009/5/14-16)

主な審議内容主な審議内容
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コネクタソンコネクタソン20082008臨床検査臨床検査 世界の結果世界の結果

XDXD--LABLAB：： (Sharing Laboratory Reports). (Sharing Laboratory Reports). 臨床検査の結果報告書の共有臨床検査の結果報告書の共有
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IHEIHEを活用し世界で進められているデータ連携事業を活用し世界で進められているデータ連携事業

Quebec, Toronto,
Alberta, British Columbia

Canada Infoway

Denmark (Funen)
Italy (Veneto)
Spain (Aragon)

THINC- New York
NCHICA – N. Carolina

Italy 
(Conto Corrente Salute)

Boston Medical 
Center - MA

France
DMP

UK CfH
(Radiology WF)

Philadelphia HIE

CHINA-MoH
Lab results sharing

CPHIC –
Pennsylvania

CHINA-Shanghai
Imaging Info Sharing

JAPAN-Nagoya
Imaging Info Sharing

South Africa

Malaysia

VITL-Vermont

CareSpark – TN & VA

Netherland
Amsterdam

Lower
Austria

Austria



日本臨床検査自動化学会第40回大会日本臨床検査自動化学会第41回大会

日本の役割日本の役割

・IHE国際臨床検査委員会

企画委員会 Co-Chair 2名中1名は日本から

技術委員会 Co-Chair 2名中1名は日本から

・テクニフレームワークの策定も日本、フランスが主体で実施

2009年度は、GIR（検査に付帯する画像）のサプリメント作

成を日本が構築中である

・臨床検査分野でのＩＨＥ実装施設も世界に先駆けている

・国内だけでなく海外での普及啓発活動も行っている

2008年IFBLS インド デリー、2009年 AACC シカゴ USA
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まとめまとめ

・IHE臨床検査は普及段階に入って来ており実装施設お

よび各国でのコネクタソン参加数も、増加傾向にある

・IHE臨床検査は活発に活動しており日本はその中心的

役割を果たしている

IHEIHEを積極的に利用しましょう！！を積極的に利用しましょう！！
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検体検査
Integrating the Healthcare Enterprise - Japan

日本日本IHEIHE協会協会 http://www.ihehttp://www.ihe--j.orgj.org


